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五台

十
四
日

二
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六
日

二
十
七
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ふ
る
さ
と
ま
つ
り
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ェ
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テ
ィ
バ
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三
杯
谷
の
滝
(
川
上
)
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三
十
日

十
三
日

十
一
月

右
の
と
お
り
河
辺
村
で
は
、

つ
の
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

祭
り
と
い
え
ば
、
昔
は
、
各
家
庭
に

お
い
て
ご
馳
走
を
つ
く
り
、
親
族
が
一

斉
に
集
い
、
い
っ
ぽ
う
子
供
達
は
、
大

勢
で
境
内
の
近
く
で
遊
ん
だ
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
そ
の
よ
う

な
光
景
は
、
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
り

ま
し
た
。

過
疎
化
の
進
展
に
伴
い
、
今
後
、
地

域
の
人
々
の
祭
り
に
対
す
る
関
心
も

徐
々
に
希
薄
化
し
て
い
く
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
何
と
か
、

河
辺
の
古
き

良
き
風
習
を
あ
り
の
ま
ま
の
形
で
、
後

世
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 合

計
七

E:!.，.置

H5. 10. 1~1 ， 563 (ム35)

H4.10.1~1 ， 633 (6105) 

H3. 10.1~ 1 ， 693 (ム165)

H2.10.1~ 1 ， 719 (ム191)

H 元.10.1~1 ， 750 (ム222)

人のうごき
(平成6年10月l日現在)

世帯数 550戸
男子 760人

女子 768人
計 1， 528人

発行

河辺村公民館

公 (0893) 39 -21ll 

内線 205・206

佐川印刷版

吉田町北小路

ft (0895) 52 -0600 

く川崎三島神社の牛鬼〉

E

-

田
舎
の
秋
祭
り
は
、

…
し

…
五
穀
豊
穣
を
祝
い、

田

知
ド
ト

出
園
を
彩
る
稲
穂
の
中
に

時

4
C
時

時

I
J
制
お
ね
り
の
御
輿
の
掛
け

《
十
供

向
声
と
、
獅
子
舞
や
五
つ

…
う
h

…
鹿
の
笛
太
鼓
の
音
に
古

制
J

柑
き
時
代
の
叙
情
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
。

祭
り
日
、
父
は
、
早
朝
よ
り
井

戸
端
に
祭
り
の
た
め
に
新
調
し
た

と
い
う
調
理
台
を
出
し
て
、
包
丁

を
ふ
る
っ
て
い
た
し
、
母
は
、
台

所
で
客
の
馳
走
の
献
立
に
懸
命
に

な
っ
て
い
た
。

祭
り
は
、
家
族
や
親
族
が
集
ま

り
、
子
ど
も
や
、
ふ
る
ま
い
酒
に

酔
っ
た
大
人
た
ち
の
歓
声
で
村
の

人
々
の
活
気
が
満
ち
溢
れ
て
い

た。
祭
り
の
行
事
の
中
で
も
私
の
記

憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
御
輿
の

先
導
を
す
る
「
ダ
イ
パ
ン
」
と
い

う
鬼
の
面
を
つ
け
た
「
若
い
し
」

と
の
遊
び
だ
っ
た
。
青
竹
を
引
き

ず
り
地
面
や
見
物
者
を
た
た
い
て

ま
わ
る
「
ダ
イ
パ
ン
」
な
る
も
の

が
な
ぜ
か
怖
か
っ
た
が
、
子
ど
も

達
は
、
そ
れ
を
て
が
っ
て
田
畑
の

中
を
歓
声
を
上
げ
て
駆
り
ず
り

回
っ
た
。

今
は
、
人
手
不
足
で
昔
の
よ
う

な
光
景
を
見
か
け
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
少
年
・
少
女
に
郷
土
を

語
る
行
事
が
徐
々
に
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
。

(
三
井
)



龍
馬
フ
ァ
ン
再
び
グ

グ
龍
馬
は
脱
藩
し
て
大
き
く
な
っ
た
4

(2) 平成 6年11月10日

「
河
辺
村
は
、
龍
馬
で
、
大
き

く
な
る
。
」
も
う
す
っ
か
り
、
こ
の
合

言
葉
も
村
民
の
皆
様
や
龍
馬
フ
ァ

ン
に
も
お
な
じ
み
の
は
ず
で
す
。

村
上
恒
夫
先
生
の
衝
撃
的
な
脱
藩

の
道
解
明
の
発
表
か
ら
、
は
や
六

年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
も
六
回
目
と
な
り
、
河

辺
村
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
例
年
に
な
い
猛
暑
と

渇
水
が
影
響
し
た
の
か
、
参
加
者

は
、
定
員
二
百
五
十
人
を
六
十
人

下
回
る
百
九
十
人
参
加
で
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
出
立

式
は
、
村
長
の
出
立
あ
い
さ
つ
、
龍

馬
役
紹
介
、
保
存
会
副
会
長
に
よ

る
わ
ら
じ
の
付
け
方
、
コ
ー
ス
案
内

が
あ
り
、
そ
の
あ
と
の
完
全
踏
破

宜
誓
は
、
昨
年
に
次
ぐ
最
高
年
齢

者
の
石
水
芳
太
氏
(
八
十
三
歳
)
の

力
強
い
宣
誓
で
開
会
し
ま
し
た
。

六
回
目
を
迎
え
、
河
辺
村
に
定

着
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。
こ
の
脱
藩
の
道
も
全

国
に
知
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
。
毎
年
、
県
外
か
ら
高
知
は
も

と
よ
り
、
大
阪
・
京
都
方
面
の
参

加
者
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
年
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は
、
遠
く
は
横
浜
市
か
ら
の
参
加

者
も
あ
り
、
益
々
、
坂
本
龍
馬
脱

藩
の
道
の
地
名
度
が
高
く
な
る
に

つ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
箔
が
つ
い

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
外
の
龍
馬
フ
ァ
ン

に
多
大
の
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
村
内
で
は
、
毎
年
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
水
簡
を
作
っ
て

頂
き
、
保
存
会
役
員
や
有
志
の

方
々
に
よ
る
脱
藩
の
道
草
刈
り
、

整
備
等
、
数
々
の
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
保
存
会
副
会
長

佐
伯
範
男
氏
が
自
ら
の
腕
を
ふ

る
っ
て
、
龍
馬
の
顔
を
彫
刻
し
て

頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
事
前
の
準
備
、
当
日
に

ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
協
力

下
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

~わらじをはいて
がんばりました。~

十

一

月

五

日

(
土
)
六
日
(
日
)

の
両
日
、
北
平
の
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

を
メ
イ
ン
会
場
に
、

ふ
る
さ
と
の
宿
や
村

内
の
坂
本
龍
馬
脱
藩

の
道
に
、
全
国
各
地

の
龍
馬
フ
ァ
ン
を
迎

え
て
「
第
六
回
全
国

龍
馬
フ
ァ
ン
の
集
い

愛
媛
・
河
辺
村
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た。

全
国
規
模
の
大
会
が
開
催
さ
れ

る
の
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
集
い
に
は
、
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
長
崎
ま
で
、
全

国
の
龍
馬
研
究
会
や
、
龍
馬
フ
ァ

ン
の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
開
催

で
き
ま
し
た
。

全
国
十
六
団
体
の
龍
馬
研
究
会

等
の
発
表
や
個
人
発
表
は
、
そ
れ

ぞ
れ
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
報
告
が
な

さ
れ
、
熱
烈
な
龍
馬
フ
ァ
ン
の
話

は
、
実
に
興
味
深
い
も
の
で
し

た
。
ま
た
、
「
私
の
龍
馬
を
語
る
」

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
龍
馬
フ
ァ
ン
の
集
い
な
ら
で

は
の
龍
馬
研
究
家
の
宮
地
佐
一
郎

先
生
、
龍
馬
の
甥
直
寛
の
孫
に
あ

た
ら
れ
る
土
居
晴
夫
先
生
、
坂
本

龍
馬
脱
藩
の
道
の
解
明
者
、
村
上

恒
夫
先
生
が
勢
揃
い
の
う
え
、
パ

ネ
リ
ス
ト
を
努
め
て
頂
き
、
龍
馬

フ
ァ
ン
待
望
の
も
の
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
宿
で
の
交
流
会
で

は
、
長
浜
町
の
豊
年
踊
り
や
、
テ

イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
歌
手
の
大
林
幸

二
の
「
奔
れ
龍
馬
」
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
皮
切
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
龍
馬
へ
の
思
い
を
語
り
合
い
ま

し
た
。
翌
日
は
、
榎
ケ
峠

1
泉
ケ

峠
の
脱
藩
の
道
と
、
泉
ケ
峠

1
宿

陪
ま
で
の
脱
藩
の
道
体
験
の
班
に

分
か
れ
、
龍
馬
の
歩
い
た
道
を
踏

み
し
め
、
感
激
も
ひ
と
し
お
の
思

い
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

早
速
、
届
い
た
お
礼
の
手
紙
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

拝
啓
l
前
略
こ
の
度
は
、
全

国
大
会
出
席
に
あ
た
り
、
大
変
お

世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に
心
の
こ

も
っ
た
立
派
な
全
国
大
会
で
、
当

地
に
戻
り
ま
し
て
か
ら
も
ま
だ
興

奮
さ
め
や
ら
ぬ
状
態
で
す
。
長
崎

か
ら
参
加
し
た
者
は
、
皆
是
非
と

も
ま
た
再
訪
し
た
い
と
話
し
て
お

り
ま
す
。
大
会
の
準
備
、
当
日
の

運
営
な
ど
、
御
苦
労
が
多
か
っ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
お
か
げ
で

心
に
残
る
全
国
大
会
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
略
儀
な
が
ら
御
礼
ま

で

敬

十
一
月
十
日

長
崎
市
下
西
山
町
八
i
十
七

織

田

毅

河
辺
村
で
の
フ
ァ
ン
の
集
い
で

は
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
と
て
も
楽

し
い
数
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
暖
か
い
も

て
な
し
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ど
う
か
フ
ァ
ン
の
集
い
の

疲
れ
を
十
分
と
っ
て
、
お
正
月
を

お
迎
え
下
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
お
礼
ま

で

横
浜
市
都
築
区
中
川

皆
川
真
理
子

い
づ
れ
も
、
原
文
の
と
お
り
で

す
。
外
に
も
沢
山
の
お
礼
状
が
届

い
て
お
り
ま
す
。
御
協
力
を
頂
き

ま
し
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

具

~龍馬について熱〈語ろう。~



第 105号

こ
の
た
び
、
山

河
辺
村
教
育
委
一

員
矢
野
清
盛
氏
一

が
秋
の
叙
勲
一

で
、
十
一
月
三
一

日
付
け
を
も
一

ち
、
地
方
教
育
凶

行
政
功
労
に
よ
…

り
、
勲
五
等
瑞
出

宝
章
を
拝
受
さ
…

れ
ま
し
た
。
中

そ
の
業
績
を
…

た
た
え
、
心
か
出

ら
お
喜
び
申
し
…

上
げ
ま
す
。
…

J、ミ

矢野清盛氏!こ
栄ある叙勲

わ

歴
史
民
俗
資
料
館

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
併
設

ヌう込平成 6年11月10日)
 

つJ(
 

こ
の
ほ
ど
、
北
平
小
学
校
跡
地

に
歴
史
民
俗
資
料
館
と
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
が
新
築
さ
れ
、
去
る

六
月
九
日
に
は
落
成
の
記
念
行
事

が
盛
大
に
行
わ
れ
て
、
翌
十
日
か

ら
オ
ー
プ
ン
し
、
よ
う
や
く
待
望

の
北
平
地
域
の
新
し
い
か
シ
ン
、
ボ

ル
。
が
誕
生
し
ま
し
た
。

総
事
業
は
約
一
億
九
千
九
百
万

円
を
費
や
し
、
一
階
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
歴
史
民
俗
資
料

館
(
三
八
四
平
方
メ
ー
ト
ル
)
、

二
階
に
木
造
の
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
1
(
一
二
三
四

平

方

メ

ー

ト

ル
)
を
併
設
、

一
階
の
資
料
館

は
ロ
ビ

i
、
展

示
室
、
収
蔵
庫

が
あ
り
、
昭
和

五
十
四
年
か
ら

収
集
し
て
き
た

資
料
約
七
一
三

点
の
う
ち
、
今

回
、
約
六

0
0

点
を
展
示
し
て

お
り
、
な
か
で

も
特
に
目
を
ぴ

く
の
は
、
巨
十
八

な
立
木
式
の
木
蝋
製
造
機
一
式
が

あ
り
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
木

蝋
製
法
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資

料
と
し
て
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
館
は
午
前
八
時
一
一
一

O
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
。

休
館
日
は
月
曜
日
と
し
て
お

り
、
来
館
者
の
対
応
と
し
て
十
月

一
日
よ
り
、
新
し
く
館
長
に
佐
伯

範
男
氏
(
岱
一
一
九
|
二
二
四
五
)

を
委
嘱
し
、
ま
た
平
日
の
管
理
者

と
し
て
山
本
カ
シ
子
氏
(
宮
三
九

十
一
一
九
四
六
)
さ
ら
に
、
士

H
祝
祭

日
は
増
本
喜
久
男
氏
(
宮
一
一
一
九

二
七
七
八
)
に
依
頼
し
て
、
来
館

者
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

二
階
の
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

は
ス
テ
ー
ジ
付
き
の
大
広
問
、
冷

暖
房
完
備
の
和
室
、
調
理
実
習

室
、
倉
庫
な
ど
が
あ
り
、
北
平
分

館
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
文
化
活

動
や
軽
ス
ポ

l
wノ
を
楽
し
め
る
と

あ
っ
て
オ
ー
プ
ン
以
来
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後

地
域
住
民
の
か
憩
い
の
殻
什
一
?
と

し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
な
お
一

層
の
有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

民
俗
資
料
が
ず
ら
り
と

ス
ポ
ー
ツ
も
で
き
る

ス
テ
ー
ジ
付
き
大
広
間

十
月
及
び
十
一
月
は
、
「
国
民

年
金
制
度
推
進
月
間
」
で
す
。

期
間
中
は
、
県
、
社
会
保
険
事

務
所
、
市
町
村
が
一
体
と
な
っ

て
、
住
民
の
皆
様
に
国
民
年
金
制

度
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
広
報
活
動
を
県

下
各
地
で
展
開
し
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
た
現

在
、
今
後
、
予
想
さ
れ
る
超
高
齢

化
社
会
に
向
け
て
、
老
役
生
活
の

安
定
を
社
会
全
体
で
考
え
、
お
互

い
に
助
け
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
J

宇
品
、
す
。

こ
う
し
た
状
況
で
、
公
的
年
金

制
度
の
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所

得
保
障
と
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
制
度
は
、
「
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い
」
の
仕
組
み
で

す。
二
十
歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
収
め
る
こ
と
は
、

現
在
の
お
年
寄
り
を
支
え
る
だ
け

で
な
く
、
日
分
自
身
の
安
定
し
た

老
後
生
活
を
確
実
な
も
の
に
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
若
い
時
か
ら

し
っ
か
り
と
し
た
老
後
の
生
活
設

計
を
し
ま
し
ょ
う
。
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氏

名

寺

野

裕

明

出
身
地
寺
薮
中

所
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公
民
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氏

名

出
身
地

所
属
課

大

森

脊

美

百
合
谷

住
民
課

カ込

す
教
育
委
員
長

大
森

高
知
氏

女
人
権
擁
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委
員

大
久
保
末
広
氏
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す
民
俗
資
料
館
長

佐
伯

範
男
氏

大
愛
媛
県
P
T
A
連
合
会
副
会
長

古
野

青
弘
氏

¥
1
i
j
'

平
成
六
年
度
の
成
人

一
・
園
式
が
、
八
月
十
四
日
に

二
」
園
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で

一
円
四
行
わ
れ
ま
し
た
。
ム
f

年

一
I
J
圃
の
新
成
人
は
、
昭
和
四

一
グ
-
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

一
ン
-
五
十
年
四
月
一
日
生
ま

一
ヤ
で
の
男
子
十
八
名
、
女

一
一
/
-
子
十
名
で
、
そ
の
う
ち

-EB--J
園
出
席
者
は
、
十
三
名
で

一
間
回
国
し
た
。

二
a
i
圃
午
前
十
時
か
ら
の
式

一
/
l
¥
典
で
は
、
成
人
者
一
人

一
人
に
記
念
品
が
贈
日
王
さ
れ
、
村

一
長
に
よ
る
式
辞
、
来
賓
の
方
々
か
ら

…
祝
福
激
励
の
こ
と
ば
を
頂
き
ま
し

一
た
。
最
後
に
成
入
者
を
代
表
し
て
、

一
大
野
吏
沙
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま

一
し
た
。

，
式
典
後
、
記
念
撮
影
と
懇
親
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で

…
は
、
ま
ず
、
成
人
者
の
皆
さ
ん
が
、

氏
名
や
今
住
ん
で
い
る
所
、
勤
務

一
場
所
、
仕
事
の
内
容
や
学
校
生

一
活
、
将
来
の
抱
負
な
ど
、
簡
単
な

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
将
来
の

一
抱
負
で
は
、
学
校
の
先
生
や
看
護

…
婦
に
な
り
た
い
な
ど
の
日
標
を

…
持
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
そ
れ
ら

に
よ
向
か
っ
て
、
今
頑
張
っ
て
い
る

最
中
と
い
う
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま

一
し
た
。
自
己
紹
介
が
終
わ
る
と
、

青
年
会
議
議
長
の
乾
杯
で
会
食
が

始
ま
り
、
成
人
者
の
緊
張
も
す
っ

か
り
と
れ
て
、
終
始
な
ご
や
か
な
月

雰
囲
気
で
時
間
は
進
み
ま
し
た
。
何

気
分
は
、
ま
る
で
中
学
時
代
に
時

一
院
っ
た
よ
う
で
、
会
場
で
ほ
思
い
日
今
年
も
敬
老
の
日
の
九
月
十
五

出
話
に
話
が
は
ず
ん
で
い
ま
し
)
(
日
に
敬
老
の
式
及
び
敬
老
会
を
開

た
。
そ
れ
に
し
て
も
同
級
生
と
い
的
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
諸

う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
す
。
同
担
般
の
実
情
や
今
後
の
高
齢
者
の
活

級
生
に
は
、
他
の
誰
に
も
立
ち
入
民
動
計
画
な
ど
考
慮
し
て
、
村
内
一

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
何
か
が
あ
や
ケ
所
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
相
四
百
九
十
四
名
の
高
齢
者
の
方
に

成
入
者
の
皆
さ
ん
、
若
い
時
に
同

J

ご
案
内
を
し
ま
し
た
が
、
二
百
八

し
か
で
き
な
い
こ
と
、
若
い
か
ら
こ
そ
口
十
一
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、

で
さ
る
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
と
河
盛
大
に
実
施
で
き
ま
し
た
。
敬
老

思
い
ま
す
。
そ
の
若
さ
を
ヱ
ネ
ル
吋
の
式
で
は
、
昨
年
九
月
十
六
日
か

ギ
i
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽
し
市
ら
一
年
間
に
亡
く
な
っ
た
十
九
名

く
、
時
に
は
苦
し
さ
を
乗
り
越
え
)
(
の
万
々
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

主

主

民

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
カ
あ

K

て
、
黙
一
帽
を
捧
げ
た
後
、
記
念
品

る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
成
人
式
担
贈
呈
で
は
、
ま
ず
今
年
米
寿
を
迎

を
迎
え
、
皆
さ
ん
は
、
自
分
な
り
)
(
え
ら
れ
た
方
は
、
中
大
成
の
渡
辺

に
決
意
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
や
キ
ク
氏
ほ
か
十
一
名
に
対
し
、
県

ま
す
。
そ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
担
知
事
か
ら
木
杯
が
、
村
長
か
ら
記

て
、
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
ヤ
ン
グ
珂
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

パ
ワ
1
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
。
九
十
歳
以
上
の
方
々
は
、
上
大
成

目
の
冨
永
ヲ
チ
エ
氏
ほ
か
十
五
名
、

~

)

(

 

3

)

(

ま
た
最
高
齢
者
は
、
横
山
の
新
田

ハ
川
市
宗
太
郎
氏
で
九
十
九
歳
に
な
ら
れ

刊
一
ま
し
た
が
、
こ
の
方
々
に
も
村
長

引
パ
心
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

進
+
最
後
に
、
今
年
六
十
五
歳
に
な

行
一
ら
れ
た
方
に
は
、
益
々
の
ご
長
寿

か
め
を
記
念
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

一
判
明
長
よ
り
自
南
天
の
箸
が
、
植
松
の

夢
)
(
和
気
満
氏
ほ
か
三
十
五
名
全
員
に

~

)

(

 

贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の

方
々
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
、
益
々
の
ご
長
寿
を
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。

尚
、
当
日
会
場
に
お
い
て
、
村

単
独
事
業
で
昭
和
三
十
八
年
か
ら

実
施
し
て
お
り
ま
す
敬
老
年
金
も

支
給
さ
れ
、
八
十
歳
以
上
の
百
九

名
に
対
し
て
一
万
円
を
支
給
し
、

忠
わ
ぬ
ご
祝
儀
に
↓
八
変
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

午
役
は
、
婦
人
会
主
催
に
よ
る

敬
老
会
が
開
か
れ
、
ま
ず
、
長
浜

町
豊
年
踊
り
の
ご
披
露
が
あ
り
、

婦
人
会
の
演
会
会
に
移
り
、
踊
り

に
歌
に
劇
あ
り
、
お
ま
け
に
飛
入
り

ま
で
あ
っ
て
、
玄
人
に
優
る
芸
に
拍

手
喝
采
の
連
続
で
終
わ
り
ま
し
た
。

婦
人
会
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で

し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た
。

敬
老
の
式
典
及
び
敬
老
会
⑨
⑨~元気で長生きして下さい。~
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ス
ポ
ー
ツ
の

秋
、
各
分
館
の

老
若
男
女
が
一

堂
に
集
い
、
第

一
一
一
十
回
村
民
運

動
会
が
十
月
九

日
、
河
辺
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
終
日
楽

し
く
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
で
快

い
汗
を
流
し
ま

し
た
。河

辺
小
学
校

の
鼓
笛
隊
七
十

六
名
が
先
導
す
る
中
、
前
年
三
連

覇
を
し
た
大
伍
分
館
を
先
頭
に
、

各
分
館
帽
子
等
思
考
を
凝
ら
し
た

選
手
団
が
入
場
し
ま
し
た
。

栄
野
安
広
運
営
委
員
長
の
開
会

宣
言
の
後
、
大
野
富
士
男
大
会
長

の
あ
い
さ
つ
、
長
岡
吉
男
副
議
長

か
ら
激
励
の
こ
と
ば
を
頂
き
、
大

伍
分
館
異
田
耕
志
選
手
の
力
強
い

選
手
宣
誓
で
競
技
を
開
始
し
ま
し

た。
今
回
、
新
規
種
目
と
し
て
、
「
足

何
本
?
」
が
、
十
四
名
編
成
で
行

わ
れ
、
初
め
て
に
し
て
は
、
全
員

う
ま
く
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
職
域
綱
引
き
で
は
、
一

チ
i
ム
十
人
編
成
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
の
ル
ー
ル
で
、
五
チ
ー
ム
が

Jミわカh平成 6年11月10日(5) 

参
加
し
て
行
わ
れ
、
結
果
は
、
河

辺
建
設
が
日
頃
培
っ
た
腕
力
に
も

の
を
言
わ
せ
て
優
勝
し
ま
し
た
。

勝
負
が
一
瞬
の
う
ち
に
決
ま
る
と

い
う
醍
醐
味
が
あ
り
、
さ
ぞ
か
し

ご
来
場
の
背
さ
ん
も
満
喫
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

例
年
、
最
後
の
綱
引
き
の
種
固

ま
で
接
戦
が
展
開
さ
れ
る
わ
け
で

す
が
、
今
年
は
、
二
位
以
下
の
分

館
に
大
差
を
つ
り
て
大
伍
分
館
が

四
連
覇
し
ま
し
た
。

大
伍
分
館
は
、
高
齢
化
、
過
疎

化
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
地
区
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
成
撰
が
残
せ

た
こ
と
は
、
高
橋
分
館
長
を
は
じ

め
、
大
伍
分
館
全
員
の
団
結
に

よ
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
今
年
の
運
動
会
は
、
そ
う

い
う
意
味
で
大
変
意
義
の
あ
る
も

の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

同

去

る

八

月

二

一

十

八

日

、

愛

媛

一

県

消

防

学

校

大

愛

媛

ス

ポ

レ

ク

祭

引

に

八

幡

浜

一

規

模

訓

練

場

に

地

方

大

会

が

九

月

二

十

日

三

瓶

町

一

お

い

て

、

第

十

を

会

場

に

開

催

さ

れ

、

イ

ン

デ

ィ

一

八

回

愛

媛

県

消

ア

カ

・

ク

ロ

ッ

ヶ

ー

が

出

場

し

一

防

操

法

大

会

が

た

。

一

開

催

さ

れ

ま

し

イ

ン

デ

イ

ア

カ

に

つ

い

て

は

、

一

た

。

本

村

で

第

一

試

合

は

、

明

浜

町

と

対

戦

。

一

は

、

昨

年

の

郡

一

セ

ッ

ト

目

は

、

故

れ

て

し

ま

一

大

会

を

勝

ち

抜

ぃ

、

二

セ

ッ

ト

日

・

三

セ

ッ

ト

日

一

い

た

第

一

分

団

を

得

り

、

見

事

勝

利

を

収

め

た

。

一

が

、

大

洲

喜

多

第
二
試
合
は
八
幡
浜
A
と

対

戦

一

の

代

表

と

し

て

し

た

。

手

に

汗

を

握

る

試

合

を

し

た

↑

大

会

に

出

場

し

も
の
の
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
ま
し
た
。
六
月
七
日
か
ら
の
約
三

一
勝
し
た
と
い
う
こ
と
で
決
勝
一
ヶ
月
間
、
ニ
十
二
回
に
及
ぶ
練
習

リ
i
グ
に
出
場
し
、
八
幡
浜
B
と
一
は
、
暑
さ
と
水
と
の
戦
い
で
あ
り

対
戦
。
接
戦
に
接
戦
で
し
た
が
、
一
ま
し
た
。
操
法
は
、
規
律
は
も
ち

わ
ず
か
な
点
差
で
敗
れ
て
し
ま
い
一
ろ
ん
の
と
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

ま
し
た
が
、
管
内
第
三
位
の
結
果
一
あ
と
「
操
作
始
め
」
の
号
令
か
ら

に
終
わ
り
、
県
大
会
へ
の
出
場
権
一
火
点
が
倒
れ
る
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド

を

壁

得

し

ま

し

た

。

一

が

大

切

な

点

数

と

な

り

ま

す

o

今

一
年
は
例
年
に
な
い
水
不
足
の
た

一
め
、
練
習
に
必
要
な
水
は
、
河
辺

一
川
か
ら
ミ
キ
サ
ー
車
に
よ
る
汲
み

一
上
げ
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
毎

一
目
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
水

一
溜
め
o

そ
し
て
、
運
搬
o

選
手
、

一
分
団
に
は
、
私
達
の
想
像
を
上
圏

一
る
苦
労
い
や
努
力
が
あ
っ
た
こ
と

一
で
し
ょ
う
o

そ
し
て
、
迎
え
た
大

一
会
当
日
。
ス
ピ
ー
ド
の
伸
び
悩
み

ト
は
あ
っ
た
も
の
の
選
手
に
は
、
「
や

イ
ン
デ
ィ
戸
力

県
大
会
出
場
/

老人パワーも発揮して

県消防操法大会

第 1分団堂々第 6位

県大会出場権を手に入れて

る
こ
と
は
や
っ
た
己
の
自
信
の

表
情
が
・
:
し
か
し
、
緊
張
は
隠
せ

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、

い
よ
い
よ
出
場
順
位
五
番
、
河
辺

村
消
防
団
の
登
場
で
す
。
本
村
団

員
、
大
洲
喜
多
消
防
団
幹
部
の
応

援
の
も
と
、
あ
っ
と
い
う
聞
の
四

十
七
秒
で
し
た
。
競
技
が
終
わ
っ

た
あ
と
の
選
手
の
ホ
ツ
と
し
た
表

情
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

結
果
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で

出
場
十
七
チ

l
ム
中
、
堂
々
の
第

六
位
と
入
賞
こ
そ
逃
し
た
も
の

の
、
河
辺
の
消
防
操
法
の
歴
史
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
た
こ
と
は
言

う
に
及
び
ま
せ
ん
。
大
き
な
汗
と

固
い
結
束
が
新
し
い
歴
史
を
つ

く
っ
た
の
で
す
。

こ
の
夏
、
河
辺
は
操
法
で
熱
く

な
り
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、

第
一
分
団
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。
そ
し
て
、
心
よ
り
あ
り

が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た
。

~見よ/このりりしい姿を~
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健康・文化フェスティバル

十
月
三
十
日
(
日
)
、
健
康
・
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
従
来
の
産
業
文
化
祭
と
厚
生
省
の

補
助
事
業
の
国
民
健
康
保
険
保
健
施
設
事
業
を

取
り
入
れ
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

公
民
館
の
会
場
で
は
、
文
化
協
会
発
表
会
、

健
康
づ
く
り
講
演
会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
婦

人
会
バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
出
荷
場
の
会
場
で
は
、
農
林
物
産
展
、
農

林
機
具
即
売
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
会
場
で
は
、
展
示
部

門
を
中
心
に
書
迫
、
絵
画
、
華
道
、
陶
芸
、
短

歌
、
健
康
測
定
・
健
康
相
談
、
ヘ
ル
シ

1
献
立
、

健
康
機
具
、
趣
味
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
多
く

の
観
覧
者
の
足
を
止
め
て
い
ま
し
た

Q

な
お
、
審
査
の
あ
っ
た
、
農
林
産
物
口
町
評
会

の
入
賞
者
ほ
次
の
と
お
り
で
す
。

~上手にできました。~

河
辺
村
長
賞

ト
マ
ト

中
111 

河
辺
村
議
.6. 
~ 

議
長

り賞

帽
子
美
代
子

肱
川
地
区
林
材
業
振
興
会
議
会
長
賞

乾

椎

茸

大

川

昇

川
上
高
工
会
長
賞

こ
ん
に
ゃ
く
芋

戸z

岡

大
洲
市
農
協
河
辺
支
所
長
賞

き

ゅ

う

り

新

河
辺
村
森
林
組
合
長
賞

生
椎
茸

宮
岡

政出一我昇
道
春

輝
昭

金
賞

乾
椎
茸

山
本

// 

大

キ艮

秀

18 

銀
賞

生
椎
茸

新

満
夫

// 

キ
ウ
イ

土
居

満
雄

~力作揃いです。~

豆

有
友

治
子

// 鏑
賞

生
椎
茸

片
山

乾
椎
茸

本
田

// 

大

豆

城

戸

照
美

// // 

ゆ

ず

塚
野
キ
ヨ
子

1/ 

神
山
誠
一
郎

り

// 

つ
ぐ
ね
芋

沖
石
マ
ツ
子

え

ひ
め

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

八
月
二
十
九
日
、
河
辺
村
公
民

館
に
お
い
て
、
乳
幼
児
を
も
っ
保

護
者
を
対
象
と
し
た
「
え
ひ
め
子

育
て
教
室
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
育
児
に
つ
い
て
の

不
安
や
悩
み
だ
け
で
な
く
、
乳
幼

児
期
の
教
育
全
般
に
つ
い
て
学
習

す
る
た
め
、
県
下
に
専
門
の
相
談

員
を
派
遣
し
、
共
に
話
し
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
解
消
を
図
る

と
と
も
に
、
健
全
な
え
ひ
め
の
子

を
育
成
す
る
?
」
と
を
目
的
と
し
、

愛
媛
県
教
育
委
員
会
の
主
催

ιよ

り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

明寛

~見事なできじゃの~

{多

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
助

子
岡
田
謙
先
生
、
愛
媛
県
生
涯

学
習
推
進
講
師
関
家
佐
鶴
子
先

生
を
講
舗
に
迎
え
、
七
名
の
保
護

者
が
、
個
別
懇
談
に
よ
り
、
友
達

が
い
な
い
、
ま
た
は
、
し
つ
け
に

つ
い
て
な
ど
、
欠
陥
を
も
っ
子
供

の
み
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な

く
、
一
般
的
な
子
育
て
の
う
え
で

の
悩
み
に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ま
し
た
。

本
村
で
は
、
近
所
に
子
供
の
遊

び
和
手
が
い
な
い
な
ど
、
へ
き
地
が
ゆ

え
の
悩
み
を
持
つ
保
護
者
も
多
い
の

で
す
が
、
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
、

の
び
の
び
と
大
ら
か
な
子
供
を
育

て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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、
九
月
二
十
二
日
、

は
午
後
七
時
よ
り
青
年

出
回
.
の
家
に
お
い
て
、
冠

叶
婚
葬
祭
の
勉
強
会
が

巾
行
わ
れ
ま
し
た
。

六
し
か
し
、
集
ま
っ
た

河
仲
間
は
、
意
外
に
少

活
刈
な
く
、
こ
の
よ
う
な
会

同
号
に
参
加
し
た
く
て
も
、

湖
仕
事
な
ど
の
事
情
で

E
X

来
れ
な
い
人
も
い
る

こ
と
を
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

人
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま

で
に
、
い
く
つ
も
の
節
目
が
あ

り
、
そ
の
度
に
祝
い
事
、
弔
い
事

な
ど
が
あ
る
わ
げ
で
す
。
冠
婚
葬

祭
と
い
え
ば
、
私
達
の
生
活
と

切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
あ

り
、
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
な

い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
そ
の
習
慣
の
中
に
は
、
世
間

体
を
気
に
し
て
意
味
な
く
、
派
手

に
な
り
す
ぎ
て
い
る
も
の
や
本
来

の
意
味
を
無
視
し
た
も
の
も
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
講
師
の
長
平
先

生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
「
棺
手
を
思
い
や
る
心
が
な

け
れ
ば
意
味
の
な
い
も
の
に
な
り

は
、
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
」
と
い

う
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
う
え

で
、
私
達
は
、
そ
の
意
味
を
考
え

な
が
ら
意
義
あ
る
も
の
に
改
め
て

い
く
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

わカ込平成 6年11月10日(7) 

華

や

か

に

交
通
安
全
鼓
笛
パ

「
ゆ
ず
り
あ
う
。
心
の
ゆ
と
り

で
、
事
故
防
止
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

九
月
二
十
一
日

i
三
十
日
の
十
日

間
行
わ
れ
ま
し
た
。
運
動
の
重
点

は
、
一
、
高
齢
者
ゼ
ロ
交
通
事
故

防
止
。
二
、
シ

l
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
の
徹
底
で
す
。
村
で
は
、
こ
の

重
点
目
標
に
沿
っ
て
、
交
通
茶

屋
、
交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
、

高
齢
者
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
鼓

笛
パ
レ
ー
ド
で
は
、
指
揮
者
の
河

小
六
年
宮
岡
志
津
香
さ
ん
を
先
頭

に
、
全
児
童
七
十
六
人
の
参
加
の

も
と
、
元
気
に
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、
訪
れ
た
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら

盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
の
事
故
の
特
徴
と
し
て
、
交

差
点
、
直
線
カ
!
ブ
の
事
故
、
安

全
確
認
不
十
分
で
の
事
故
、
高
齢

者
被
害
の
事
故
な
ど
が
多
く
発
生

し
、
今
後
、
夕
暮
れ
時
間
帯
で
の

歩
行
者
事
故
が
多
く
な
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。
又
、
シ
1
ト
ベ
ル
ト
不
着

用
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
運
動
期
間
は
終
わ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
歩
行
者
、
運

転
者
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
正

し
い
ル

l
ル
と
マ
ナ
i
で
交
通
事

レ
I
ド
グ

故
の
な
い
、
明
る
く
安
全
な
地
域

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
ご
こ
ろ
銀
紛

平
成
六
年
七
月
か
ら
平
成
六
年

十
月
ま
で
に
河
辺
村
社
会
福
祉
協

議
会
の
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
対
し
て

「
香
典
返
し
に
か
え
て
」
と
、
次

の
方
々
か
ら
多
額
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

上
久
保
一
、
有
友
允
直

藤

田

嘉

誠

、

新

田

清

新
田
宗
太
郎
(
お
礼
返
し
)

藤
田
豊
寿
、
長
岡
善
男

寄
付
金
額

三一

O
、
0
0
0円

各
位
の
ご
芳
志
に
対
し
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

~交通ルールを守ろう/'"

部
落
募
金

平
成
六
年
度
共
同

募
金
運
動
が
十
月
一

日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
実
施
さ
れ

ま
す
。村

民
の
皆
様
の
絶

大
な
る
ご
協
力
を
得

て
、
左
記
の
と
お
り

実
績
を
あ
げ
て
お
り

ま
す
。九

O
、
二
一

O
O円

職
域
募
金
(
パ
ッ
チ
募
金
)

一
二
四
、

0
0
0円

街
頭
募
金

(
村
民
運
動
会
実
施
分
)

二
O
、
O

一O
円

一O
、
0
0
0円

二
四
四
、
三
一

O
円

個
人
募
金

合

計御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

。
す
べ
て
の
身
体
障
害
者
が
、
自

ら
運
転
す
る
場
合

割
引
き
措
置
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
身
体
障
害
者
手

帳
又
は
、
療
養
手
帳
の
所
定
の
筒

所
に
割
引
対
象
と
な
る
自
動
車
登

録
番
号
等
の
記
載
を
受
け
、
割
引

証
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。
本

人
又
は
、
家
族
が
所
有
す
る
も
の

一
台
に
つ
き
、
記
載
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

。
重
度
の
身
体
障
害
者
又
は
、
重

度
の
精
神
薄
弱
者
を
乗
せ
て
介

護
者
が
運
転
す
る
場
合

本
人
又
は
、
家
族
が
こ
れ
ら
の

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
重
度
の
身
体
障

害
者
又
は
、
重
度
の
精
神
薄
弱
者

に
継
続
し
て
日
常
的
に
介
護
す
る

方
が
所
有
す
る
も
の
一
台
に
つ
き

記
載
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
な
お
、
介
護
者
運
転
に
つ
い
て

割
引
措
置
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
、
療

育
手
帳
の
所
定
の
箇
所
に
、
介
護

者
運
転
割
引
き
の
対
象
で
あ
る
こ

と
を
示
す
押
印
を
受
け
て
下
さ
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一
れ
ソ
-

一
【
ノ
一
恒
例
に
な
っ
た
夏

一
l
l

・
-
の
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
る

一
ミ
C

一
さ
と
祭
り
」
が
八
月

了
と
一
十
四
日
、
ふ
る
さ
と

一

-Z-
一
公
園
に
お
い
て
催
さ

一
.
4

一
れ
、
帰
省
さ
れ
た

一
る
一
人
々
と
共
に
、
村
民

一
〉
h

一
が
一
体
と
な
り
、
に

/
ヘ
一
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
一

/
ム
日
で
し
た
。

午
後
三
時
か
ら
夜
市
と
カ
ラ
オ

ケ
大
会
予
選
が
ス
タ
ー
ト
し
、
三

十
一
名
の
出
場
者
が
そ
れ
ぞ
れ
自

慢
の
歌
を
熱
唱
さ
れ
五
名
の
方
が

決
選
大
会
に
進
ま
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
歌
手
の
竜
鉄
也
さ
ん
と
そ

の
専
属
司
会
の
青
空
た
の
し
さ

ん
、
叶
純
子
さ
ん
の
審
査
す
る
な

か
、
堂
々
と
五
名
の
方
が
歌
唱
力

Jてわカ込第 105号

を
競
い
合
っ
た
結
果
、
温
泉
郡
重

信
町
在
住
の
片
山
清
さ
ん
が

「
宴
」
を
歌
わ
れ
て
、
見
事
最
優

秀
に
輝
き
ま
し
た
。

納
涼
盆
お
ど
り
大
会
は
、
谷
聞

に
こ
だ
ま
し
た
太
鼓
の
音
に
合
わ

せ
て
一
扇
子
お
ど
り
、
里
帰
り
客
と

共
に
輸
に
な
っ
て
盛
況
だ
っ
た
河

辺
音
頭
で
祭
り
気
分
は
最
高
潮
。

続
い
て
は
、
歌
謡
シ
ョ

l
で
「
奥

飛
騨
慕
情
」
の
大
ヒ
ッ
ト
で
知
ら

れ
る
竜
鉄
也
さ
ん
、
叶
純
子
さ
ん

の
歌
声
に
う
っ
と
り
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
何
と

一
言
っ
て
も
河
辺
の
花
火
。
山
々
に

こ
だ
ま
し
、
腹
の
底
に
ズ
シ
リ
と

ひ
び
く
あ
の
音
は
、
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

終
日
、
雨
が
降
っ
た
り
、
止
ん

だ
り
の
繰
り
返
し
で
、
天
気
が

は
っ
き
り
と
し
な
い
一
日
で
し
た

が
、
無
事
、
滞
り
な
く
終
了
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

~熱唱されました。~

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞
「
宴
」

片

山

清

(

重

信

町

)

優
秀
賞
「
一
人
旅
立
ち
」

和
田
真
由
美
(
松
山
市
)

熱
演
賞清

水

照

義

久

保

春

好

尾
崎
加
代
子

(
大
洲
市
)

(
河
辺
村
)

(
松
山
市
)

ご
存
じ
で
す
か
。
マ
デ
ィ
ソ
ン

郡
の
橋
、
ア
メ
リ
カ
は
、
ア
イ
オ

ワ
州
マ
デ
イ
ソ
ン
郡
を
舞
台
と
し

た
恋
愛
小
説
で
、
ア
イ
オ
ワ
州
に

あ
る
七
つ
の
屋
根
付
き
橋
の
写
真

を
撮
り
に
き
た
カ
メ
ラ
マ
ン
と
農

婦
と
の
四
日
間
の
愛
が
感
動
的
に

描
か
れ
た
小
説
で
す
。
こ
の
小
説

に
は
、
屋
根
付
き
橋
が
七
橋
登
場

し
ま
す
が
、
河
辺
村
に
も
屋
根
付

き
橋
が
六
橋
あ
り
、
こ
れ
ら
の
橋

を
日
本
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の
橋
と
し

て
売
り
出
し
中
で
す
。

週
刊
文
春
、
週
刊
朝
日
、
コ
ニ

カ
フ
ォ
ー
レ
グ
ラ
フ
に
掲
載
さ
れ

る
な
ど
全
国
的
に
脚
光
を
浴
び
、

十
一
月
に
は
、
国
土
庁
の
「
ふ
る

さ
と
の
宝
物
」
に
も
選
定
さ
れ
ま

し
た
。こ

れ
ら
の
橋
を
生
活
文
化
を
伝

え
る
貴
重
な
建
造
物
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
の
宝
物
と
し
て
、
今
一
度

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
河
辺
村

の
良
さ
が
再
発
見
出
来
そ
う
で

す。

えと考してを郷う励で主張こうつるいいでぎアがる月か く田、て言もと 忌先
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| 東京都江東区 Z 欝襲撃警護覇軍 I ~ 

れるれのき誌情に ない| 玉井賞 襲撃藷麗藍欝|くうせとて思なでが同 i
まこてなな」報は提い方| 週園圏歯医|、にてう、いの発正じ!
せといかいをを、案でも I (三久保出身) 冒圃園田園陸|昔、頂ご皆至だ展常ょ i
んをてかも送盛会で しい | 一一一一一|の異きざ様之主主長う ; 
。発もらのつり費すよら 故郷まい仔次い主郷に;
見、、でて をがうっこ「品いあ事法報す故 とる張な郷のてま宗第 2宇を村;

立をi?;;3ワigi{fiififFizz守町3られ汗長 i
かい遠かう「故す の知家L--，い れ 入 か 村 の い て 多 三 日 起 懐 同 と あ 今 哲 話 今 た ;



第 105号
Jミ

ま
っ
て
い
ま
す
。
山
々
に
紅
葉
が

始
ま
り
柿
や
菓
の
と
れ
る
実
り
の

秋
で
す
。
食
欲
の
秋
に
は
、
つ
い

つ
い
、
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
適
正
量
を
上
回
ら
な
い
よ
う

に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食

生
活
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

-R日常
生
活
の
中
で
、
疲
れ
た
か

な
と
思
っ
た
時
に
、
音
楽
が
聴
き

た
い
と
い
う
気
に
な
る
の
は
、
誰

し
も
経
験
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
以
前
か
ら
、
音
楽
は
人
の
生

活
の
中
で
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
音
楽
は
手
軽
な
ス

ト
レ
ス
解
消
法
で
す
。
心
地
よ
い

音
楽
を
聴
い
た
り
、
楽
器
を
演
奏

し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
上

手
に
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ

〉フ。

わカゐ平成 6年11月10日

自
分
が
そ
の
時
に
一
番
聴
き
た

い
曲
を
聴
く
の
が
良
い
方
法
で

す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
も
演
歌
で
も

ロ
ッ
ク
で
も
、
自
分
に
心
地
よ
い

(9) 

音
楽
な
ら
心
が
い
や
さ
れ
、
ス
ト

レ
ス
解
消
に
な
り
ま
す
。

音
楽
の
持
つ
効
用
を
利
用
し
て

医
学
的
な
治
療
の
場
面
で
音
楽
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

音
楽
を
聴
い
た
り
演
奏
し
た
り
、

歌
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
楽
し
い

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
脳

の
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
た
り
、
運

動
機
能
を
改
善
す
る
の
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

-. 
-R定期
健
診
の
ス
ス
メ

四
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
定
期
的

に
体
の
ゆ
が
み
を
総
合
チ
ェ
ッ
ク

F
J
 

市
町
村
な
ど
の
自
治
体
の
定
期

健
診
で
は
、
次
の
よ
う
な
検
査
を

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す。O
基
本
診
査

血
圧
測
定
、
検
尿
、
血
液
生

化
学
検
査
、
眼
底
検
査
、
心
電
図
。

O
肺
が
ん
検
診

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

0
胃
が
ん
検
診

胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

O
大
腸
が
ん
検
診

便
潜
血
反
応

O

子
宮
が
ん
検
診

O
乳
が
ん
検
診

最
近
で
は
、
有
料
で
す
が
、
自

治
体
健
診
の
検
査
項
目
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
を
半
日

i
一
日
で
検
査
し

て
く
れ
る
病
院
で
の
総
合
健
診
H

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
も
増
え

て
き
ま
し
た
。

血
圧
や
身
長
、
体
重
の
測
定
、

尿
や
血
液
の
検
査
で
は
、
基
本
的

な
白
血
球
や
赤
血
球
の
数
の
検

査
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
生
化
学
検

査
、
胸
部
や
胃
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
の
他
に
上
腹
部
超
音
波
検
査
な

ど
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
す
ぐ

に
わ
か
る
結
果
を
医
師
が
説
明

し
、
数
日
後
に
総
合
判
定
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。

健
診
で
は
、
肺
や
胃
、
肝
臓
、

腎
臓
な
ど
の
状
態
、
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
の
状
態
が
わ
か
り
ま
す

が
、
急
性
の
病
気
、
急
速
に
進
行

す
る
病
気
、
発
見
し
に
く
い
病
気

な
ど
は
、
健
診
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
脳
血
管

障
害
や
骨
粗
霜
症
な
ど
検
査
の
対

象
外
の
病
気
は
、
健
診
を
受
け
て

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

健
診
は
受
け
た
後
の
対
応
が
大

事
で
す
。
検
査
結
果
の
異
常
は
、

体
に
ゆ
が
み
が
で
て
い
る
こ
と
を

示
し
ま
す
。
早
自
に
医
師
に
相
談

し
て
対
策
を
講
じ
、
日
頃
の
生
活

の
仕
方
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

よ
ノ
。-Rお酒

と
上
手
に
つ
き
あ
う
方
法

か
酒
は
百
薬
の
長
4

と
も
い
わ
れ

効
果
も
あ
り
ま
す
が
、
飲
み
方
に

よ
っ
て
は
、
害
あ
っ
て
益
な
し
で

す。
す
で
に
糖
尿
病
、
肝
臓
病
、
腎

臓
病
の
あ
る
人
は
、
担
当
の
医
師

の
指
示
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
が
、
健
康
な
人
が
障
害
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
一
日
あ
た
り

ビ
l
ル
な
ら
中
び
ん
一

1
一一本、

日
本
酒
な
ら
一

1
二
合
程
度
に
し

ま
す
。
休
刊
日
も
作
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
，
日
本
酒
よ
り
焼
酎

の
ほ
う
が
よ
い
0
4

な
ど
と
、
よ

し
あ
し
を
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

酒
の
種
類
に
よ
る
区
別
な
く
、
ア

ル
コ
ー
ル
度
数
に
応
じ
た
適
量
を

守
る
こ
と
で
す
。

お
つ
ま
み
は
肝
臓
に
や
さ
し

く
、
修
復
に
役
立
っ
た
ん
ぱ
く
質

が
お
奨
め
で
す
。
ま
た
、
酒
と
お

つ
ま
み
だ
け
で
は
、
糖
質
が
不
足

し
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
の

で
、
ご
飯
か
麺
類
、
芋
類
な
ど
も

食
べ
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
不

足
し
が
ち
な
野
菜
料
理
を
し
っ
か

り
摂
る
習
慣
も
ほ
し
い
も
の
で

す
。
飲
ん
だ
あ
と
の
果
物
も
二
日

酔
い
を
防
ぐ
助
け
と
な
り
ま
す
。

要
は
、
お
つ
ま
み
を
食
べ
な
が

ら
薄
め
の
お
酒
を
ゆ
っ
く
り
飲

む
、
そ
し
て
、
量
を
過
ご
さ
な
い

こ
と
が
健
康
的
な
飲
み
方
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

-R感染
症
情
報

今
回
の
予
防
接
種
法
の
改
正
で

義
務
と
し
て
の
接
種
か
ら
保
護
者

の
理
解
、
同
意
を
得
た
う
え
で
の

接
種
へ
と
転
換
し
、
個
別
接
種
の

推
進
が
行
わ
れ
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
、
今
後
は
、
接
種
希
望
者
が
任

意
に
医
療
機
関
に
お
い
て
接
種
を

受
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
予
診
が

今
ま
で
以
上
に
徹
底
さ
れ
ま
す
。

O
特
筆
す
べ
き
多
発
し
て
い
る
疾

患
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
性
下
痢
症
は
、
八
幡
浜
、

宇
和
島
地
区
で
多
く
み
ら
れ
ま
す

が
、
病
原
体
は
、
分
離
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
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郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ

平成 6年11月10日

去
る
九
月
二
十
六
日
、
ふ
る
さ

と
の
宿
に
お
い
て
、
日
本
赤
十
字

社
、
愛
媛
県
支
部
、
門
屋
征
洋
教

師
に
よ
る

「
か
ん
ぽ
介
護
家
庭
教

室
」
を
開
催
し
て
、
百
四
十
名
の

参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

"..，ミ

0
十

一
月
一
日
か
ら
年
賀
葉
書
を

発
売
し
て
お
り
ま
す
。
絵
入
葉

書
数
量
が
少
な
い
の
で
、
お
早

自
に
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

わカゐ

O
年
賀
葉
書
は
、
十
二
月
二
十
三

日
ご
ろ
ま
で
に
お
書
き
い
た
だ

い
て
十
二
月
二
十
四
日
ご
ろ
ま

で
に
お
出
し
下
さ
い
。

第 105号

O
年
賀
葉
書
新
春
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

昨
年
同
様
実
施
い
た
し
ま
す
。

内
容
は
、
平
成
六
年
十
二
月
十

五
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
四

日
ま
で
に
郵
便
局
窓
口
、
郵
便

ポ
ス
ト
に
差
し
出
さ
れ
る
応
募

券
と
束
ね
ら
れ
た
五
十
通
以
上

の
年
賀
郵
便
物
と
し
ま
す
。
応

募
券
は
原
則
と
し
て
、
窓
口
等

に
お
い
て
、
年
賀
葉
書
を
購
入

す
る
際
、
五
十
枚
以
上
の
方
に

一
枚
の
応
募
券
を
お
渡
し
し
ま

す。

抽
選
は
、
平
成
七
年
一
月

十
日
、
四
国
郵
政
局
で
第
三
者

立
会
の
う
え
実
施
し
ま
す
。
賞

品
は
、
真
珠
製
品
(
タ
イ
ピ
ン

兼
、
ブ
ロ

ー
チ
)
で
す
。

O
郵
便
番
号
、
あ
て
名
は
所
定
の

位
置
に
正
し
く
丁
寧
に
お
書
き

下
さ
い
。

O
貴
重
品
を
内
容
と
す
る
も
の
は

必
ず
書
留
で
、
急
ぎ
の
郵
便
物

や
生
も
の
小
包
に
つ
い
て
は
、

速
達
で
お
出
し
下
さ
い
。

;
;
(短
);

j
(歌
);
j
o
d

/

i

i

¥

/

f

i

¥

キ+
 

朝
夕
に
水
か
け
つ
づ
け
よ
う
や
く
に

キ

食

す

る

だ

て

の

野

菜

疋

も

て

り

よ

林
ヨ
シ
子

付争

時

う
疋
一
詠
む
を
生
甲
斐
と
し
て
励
み
し
も

+

ま
ざ

十

4

フは
淋
し

さ

紛

ら

わ

す

だ

け

大

西

ミ

ツ
マ

い

州

朝
夕
に
通
り
し
家
の
黒
犬
と

》

竹

村

ほ
ど
よ
き
伸
と
な
り
て
戯
む

る

戸

田

薫
明

w

w

転
び
だ
る
バ
ケ
ツ
戻
り
し
院
弘
よ
り

恥
ム
?

付

台

風

一

過

す

が

す

が

し

朝

久

保

ミ

ヤ

子

問

中

庭
木
み
な
異
常
気
象
に
耐
え
ぬ
い
て

恥

も
〈
せ
い

…

木
犀
香
り
祭
り
近
づ
く

清
水

三

4
T
 

4

十

椎
一
百
の
菌
入
れ
済
み
し
昼
さ
、ガ
り

+

中

疲
れ
を
さ
そ
う
松
蝉
の
蹄
<

清

水

菊

江

村

J
F
o
T
O
T
O
T
+
。T
o
T
4
0
0
T
O
T
o
T
。T
O
T
O
T
i
T
+
+
o
T
O
T
O
T
O
T
O
T
O
T
O
T
O
T
O
T
O
T
O
T
O
T
o
為

…
締
和
教
湾
激
減
法
一
決
…
MW

くかんぽ介護教室〉

同
和
対
策
基
本
法

(
仮
称
案
)
と
は
矧

次
に
、
「同
対
審
」
答
申
以

降
に
お
け
る
取
組
の
成
果
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、教
育

の
面
で
も
一
定
の
改
善
が
達

成
さ
れ
た
と
い
う
点
で
す
。

高
校
進
学
率
を
例
に
と
り

ま
す
と
、
「
同
対
審
」
答
申
が

出
さ
れ
る
二
年
前
(
一
九
六

三
年
)
の
進
学
率
は
、
約
六

十
六
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
で
、

そ
の
う
ち
被
差
別
部
落
の
進

学
率
は
、
約
三
十
パ

ー
セ
ン

ト
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
低
位

な
状
況
で
し
た
が
、
部
落
解
放
運

動
が
、
部
落
の
教
育
向
上
に
力
を

注
ぎ
、
特
に
高
校
進
学
の
促
進
に

取
組
み
、
そ
の
一
貫
と
し
て
、
高

校
、
大
学
に
進
学
す
る
た
め
の
奨

学
費
制
度
を
国
や
地
方
自
治
体
に

設
置
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た。
そ
の
結
果
部
落
の
高
校
進
学
率

は
急
速
に
高
ま
り
、
一
九
七
五
年

に
は
、
全
国
の
九
十
一
・
九
パ

ー

セ
ン
ト
に
対
し
、
八
十
七
・
五
パ

ー

セ
ン
ト
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。

次
に
、
就
業
面
を
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
「
同
対
審
」
答

申
以
降
の
二

十
数
年
間
を
振
り

返
っ
て
、
部
落
の
就
業
等
の
問
題

を
考
え
た
時
、
最
大
の
出
来
事

は
、
「
部
落
地
名
総
監
」
差
別
事

消
息

一日
6
・7
・u

-
】

-
nu
・nu

t

、
1
4
1
ι

カ
お
誕
生
日
お
め
で
と
う

山

崎

剤

太

長

崎

父

千

賀

雄

智

葉

雅

仁

植

松

父

雅

敬

会
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

新
田

邦
子

横

山

侃
歳

松

林

輝

茂

植

松

臼

歳

松
岡
ヤ
エ
コ

帯

江

乃

歳

藤

田

藤

好

百

合

谷

川

閃

歳

長
岡
タ

マ
ヨ

橡
谷
川
出
歳

松

尾

正

江

中

居

臼

歳

件
で
し
ょ
う
。
こ
の
事
件

は
、
一
九
七
五
年
十
一
月
に

判
明
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

そ
の
後
の
糾
明
活
動
に
よ
っ

て
、
八
種
類
に
及
ぶ
「
部
落

地
名
総
監
」
の
存
在
が
、
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
成
・
販
売
者

は
、
興
信
所
・
探
偵
社
で
購

入
さ
れ
た
数
は
二
百
二
十
三

冊

(判
明
さ
れ
た
も
の
)
に

及
び
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
購

入
者
の
大
半
は
企
業
で
す
。

こ
れ
ら
の
企
業
が
、
部
落
地

名
総
監
を
購
入
し
た
主
な
動

機
は
、
人
の
採
用
に
あ
た
っ

て
部
落
出
身
者
を
排
除
す
る

た
め
に
あ
っ
た
の
で
す
。

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)


